
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後援会討議資料 

 

第３号 令和４年１１月 府中市議会議員 

未来をどう創造し、どのように実行・行動するのか 

新人議員（真田・岩室・藤本）３名が、 

府中市の市政、教育、子育てなど、毎回 

テーマを決め、意見交換をしています。 

 

インスタライブをご覧になっている視聴者の

皆さまから、ご意見・ご質問もコメントにて 

受け付けておりますので、ぜひご覧下さい。 

 

さ
な
だ 

１０月２５日(火)～２７日(木)、厚生委員会の行政視察として、北海道へ行って参りました。

訪問先は、「奈井江町国保病院」「夕張市立診療所」「栗山町庁舎」です。 

 

◆栗山町のケアラ―支援の取組みは、「すべてのケアラ―が個人として尊重され、孤立

することのないように社会全体で支え合い、健康で文化的な生活を営むことができる町

の実現」のために、ケアラ―支援条例をつくり、コミュニケーションできる集いの場をつく

り、啓発活動や学習会、ボランティアの養成、ケアラ―支援専門員をつくり、栗山町から

加害者も被害者も作らないという強い思いを感じました。府中市にとっても必要な取り組

みだと強く感じました。 

（※ケアラ―とは、「介護」「看病」「療育」「世話」「心や身体に不調のある家族への気づか

い」など、ケアの必要な家族や近親者・友人・知人などを無償でケアしている方です。） 

創生会議員と公明党議員は、衆・参議院議員会館内 13 名の国会議員に府中市南北道路

の整備促進や国道 486号前原橋などの整備について要望書を提出して参りました。 

 

長野県長野市で行われた「全国市議会議長会」では、“コロナ後の地域経済”と題し基調講

演が行われました。地方は宝の宝庫です。今をビックチャンスと捉え、「AI 改革による産業

イノベーション」を行うことが大切です。（写真中央：長野市議会議員 グレート無茶さんと） 

 

東京都練馬区「ひとり親家庭自立応援プロジェクト」事業について研修がありました。区内

に専門の窓口を作るだけでなく、ハローワークとの連携、国家資格やスキルを取るための

給付金やセミナー等をされているそうです。 

困ったときに、相談できる人がいる。「人・つながりが育つまち府中市」として、多くのことを

勉強させていただきました。 

インスタグラム 

sanadamitsuo 

真田みつお 

公式アカウント 

YouTube 

SANADA CHANNEL 

 

創生会 

Facebook 

東京にある府中焼のお店「NEKI」 

首都圏で地方を感じられる 

とても嬉しいですね！ 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「真田みつお後援会」 ～概要～ 

・活動目的： 真田みつおの政治理念に賛同し、支援する。 

・活動内容： 講演会、座談会、活動報告など 

・後援会費： ０円（入会金 ０円） 

・申込方法： 下記の記入欄に必要事項をご記入ください。 

□ 同意します  貴会の趣旨に賛同し、「真田みつお後援会」に入会します。 
※頂いた個人情報は後援会活動のみに使用し、他の目的には使用いたしません。 

※電話番号のご記入は必須ではありません。 

ご紹介者 【                  】 
ふりがな 

お名前 

 

ふりがな 

お名前 

ご住所 〒 

 

 

ご住所 〒 

 

TEL 

E-mail 

TEL 

E-mail 

 

 

 

 

 ご入会はこちら LINE はこちら 

真田みつお後援会事務所 

〒726-0003 府中市元町 444-19 

TEL／FAX 0847-44-6096 

https://www.sanadamitsuo.com/ 

E-mail： magokoro@pear.ccjnet.ne.jp 

【超高齢化社会における 

地域連携薬局の今後について】 
（高校生からの質問） 

地域連携薬局は、 

①異なる病院の薬もまとめて把握。 

②24時間いつでも連絡がとれる。 

③他の医療機関とも連携がとれる。 

④アフターフォローが出来る。 

課題は 

①まだ認知度が低い 

②医療体制との連携強化 

③フォロー体制の強化等 

地域住民にとって重要なお仕事なの

で是非、薬剤師を目指してください。 

【マイナンバーカードって必要？】 
（30代女性からの質問） 

来年以降、デジタル庁が主体となり、 

大きく変化するマイナンバーカード。 

①引っ越しや羅災証明、児童手当などの

手続きがスマホでできるようになる 

②保険証・免許証・診察券等として利用

でき、財布のカードが少なくなる。 

③金融サービス、ショッピング、民間サービ

スの本人確認ができるようになる。 

 

銀行口座や保険証との紐づけは不安…

との声もあります。安心して活用できるよ

う、しっかり説明をしてしていきたいです。 

PicLike PARK 
～未来について考えるミーティング～ 

 

 

真田みつお（真田光夫）プロフィール 
1963年 1月生まれ 59歳 みずがめ座   府中市出口町出身 

趣味：読書・ギター  特技：神主 

広谷小学校・第二中学校卒・戸手商業高等学校 卒業 

府中天満屋内でお好み焼き「グーニーズ」を起業 

真田光夫保険事務所 所長 

 
経歴 

府中市消防団 ／ 府中商工会議所青年部 会長 ／ 県連商工会議所青年部 副会長  

小野神社 総代（継続中） ／ NPO法人 いこる de BINGO 理事長 

一般社団法人 備後府中サッカー協会 専務理事 

 

【府中学びフェスタ】 
 

10/16（日）、道の駅びんご府中の隣にて行

われた PicLikeへ参加させて頂きました。 

JR府中駅南側へ公園が必要か？など、 

芝生の上で自由参加のミーティング。 

未来を創る、若い皆さんのとても良い意見

を頂き、勉強になりました。 

老若男女を繋ぐ場 

が欲しいですね！ 

10/22(土)、学びフェスタ(上下)へ

行かせていただきました。 

「上下のまちづくりシンポジウム」が

開催され、上下の好きなところ、残

したいところ。どうやって魅力を伝

えているのか？そして、未来の上

下について熱く語っていました。 

自分たちが住んでいるまちについ

て考える・自慢ができる、そんな府

中市を一緒に目指しましょう。 


